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2007 年  09 月  01 日  

熊野の旅 ９月・長月・SEPTEMBER  

 今日からは９月です。 
 今の時代には秋の入り口ということです。 
 旧暦では今年の場合まだ７月２０日です。でも、７月は昔流には秋ですね。季節の

変化を感じるとすれば、とうの昔に秋風は吹いていますからね。 
 鳴いているセミも様子が変わって『つくつく法師』が泣いています。暑苦しい『油

蝉』などの声はうんと静かになりました。これも秋です。 
 畑のナスも皮が少し硬くなって『焼きナス』にむく『秋茄子』になってきました。 
 こうして、秋を探さないとやたらと暑いです。 
 ここ熊野で暑いといって居たら叱られるのですがね。 
 目の前が海、後は山・・・町を人工的に暖めるクーラーもそんなに動かす家庭はな

いし、気温が上がるほど自動車も走っていないし・・・ 
 南だと言ってもそんなに南でもないし・・・ 
 昔から東京のお金持ちは、『避暑』と言って南の『葉山』や『逗子』に出かけたわ

けですから、ここも避暑地みたいなものです。 
 街中に立っている我が家でも、窓を開けっぱなしにしていると、真夏の昼間でも気

温は３０度をやっとこさ越える程度です。 
 冬の０度を境にする５度６度の差はものすごいのと同じで、３０度を境に上方向に

５度も７度も上がるのは大変なことです。そんな気温には今のところ上がらないのは

膨大な量の海水と広大な緑の山のおかげですね。 

 



  日本中夏休みはどこへ行っても暑いです。その中ではこの辺はましな方でしょう。 
 観光地でも『熊野古道はすべて山の中』です。杉木立の中に座り込めば涼しいこと

この上なしです。 
 また、冬になれば、目の前の太平洋が湯たんぽ代わりになり、海岸線では夜中でも

零下に下がることはほとんどありません。 
 『熊野古道はすべて山の中』です。北風が当たることもありません。陽だまりに座

り込めば眠くなること間違い無しです。 
 今日はずいぶん宣伝しました。 
 こんな良い気候の所なので、人間が段々怠け者になります。 
 今は使ってはいけないのかもしれませんが、昔流に言うと・・・『南洋の土人』的

になっています。私も土人化してしまっているようです。  

 
カメラは イコフレックス IIa・Restyled 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ            by je2luz | 2007-09-01 10:59  

 

 

 

 

2007 年  09 月  02 日  

熊野の旅 サメが来た？  

 昨日、奈良の方からいとこの家族が七里御浜へ釣りに来ていました。 
 来ることは知らなかったのですが、お昼頃電話があり、『すぐそばまで来てるよ・・・』

との事でした。 
 その電話の途中で…『あっ！サメや！目の前にひれが見えてる！』と叫んでいまし

た。 
 各地でサメの出現が話題になっていますが、夏の後半にはサメが出てもおかしくな

いですね。サメも回遊魚みたいなもので廻ってきますからね。 
 噛み付くものと噛み付かないものがあるようですが、気持ちの良いものではないで

すね。 
 最近は見かけなくなりましたが、私が子供の頃には、この木本の浜でも『サメのヒ

レ』を並べて干していたものです。 
 『サメの干物』はたまにでてきますが、醤油に漬け込んで干したものが多いですね。 
 サメは魚と違い体内のアンモニアを排出しにくいらしく、肉もにおいが強いのでこ

うした『タレ』と言われる醤油干にするようです。肉は二流の食材なのに、『ヒレ』

は軟骨なので匂いがなく高級食材になっていますね。 

 
 海はみんなつながっています。 
 アシカやイルカもやってくる代わりにサメもシャチがやってきても不思議ではな

いですね。日本の海岸のほとんどの部分は南からの黒潮が目の前を流れていますから

ね。 
 子供の頃には、『海で泳ぐ時にはふんどしを長くして泳いだ方が良い』なんて聞き



ましたからね。こんな話が出るということは、サメが来てもおかしくないということ

を示しているのですね。 
 ただし、この辺でサメに襲われたと言う話は聞きません。ただ…聞かないだけで、

決してなめてはいけないということだと思います。 
 サメに襲われて怪我をしたり死んだりする確率は、海水浴に出かける道中の交通事

故に比べれば取るに足らないものでしょう。（この論法は狂牛病の時のアメリカ大統

領の論法をお借りしました。） 
 鯨ウォッチングもあちこちでやられているし、アザラシが来れば野次馬が集まりま

すが、サメでは観光資源になりませんね。 

 

 カメラは ツァイス・イコンタ 532/16 
Tags:熊野市 七里御浜 クラシックカメラ        by je2luz | 2007-09-02 11:31 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  03 日  

熊野の旅 マスコミと世界遺産  

 マスコミの世界遺産の取り上げ方が少し正常化してきたような感じもします。 
 初期には世界遺産の世界遺産たる規模を知らなかったのか、日本国内の世界遺産を

ひたすら持ち上げていましたが、最近では風向きが違います。 
 認定するユネスコも狭い日本で次々立候補してくる候補地に少々あきれ、もてあま

している節が見られます。大口スポンサーとは言え目に余ると言うことでしょう。 
 私はそんなに歴史が好きなわけでも無いし、冒険家でも無いので普通の観光の感覚



で少し旅をしました。個人旅行でヨーロッパをうろついたこともあります。ボロブド

ゥールを見るためだけにインドネシアに飛んだこともあります。 
 その中には世界遺産に登録されたものもあります。登録されていなくても素晴らし

い物が一杯ありました。教科書や図鑑に出てくるものが本当に普通に街中にあったり

します。 
 ギリシア・ローマの歴史の重さ、ガリア戦記の面影は無いですが華やかなフランス

の古城、素朴なドイツの古城など世界中どこもかしこもそんなものだらけです。 
 那智の滝や華厳の滝も良いですが、イグアスの滝のド迫力・・・ 
 知床も良いですが、何も無い、どうしてこんな所に人が住み着いたのかというラッ

プランドの自然… 
 まだまだ歩きたい所が一杯ありますが実現しないでしょうね。若い頃には渡航自由

の時代でもなかったし、思うように廻れませんでした。  
 今の若い人がうらやましいです。テレビで放送される世界遺産のほとんどの所へ行

く気になれば自分の足で行けるわけですからね。 
 ソクラテスが、シーザーが、アレキサンダーが、ナポレオンが、ベートーベンが・・・

そこにいた、そこを歩いた…実感できるものが一杯あります。 

 
 石造りの文化と木と紙で出来た文化の違いもあり、形が残される率に違いがあるの



は確かです。 
 それだけに、今残されているものをいかに未来に受け継ぐかが大事なことで、世界

遺産だ、関連事業だ、観光産業だ…と浮かれているべきでは無いでしょうね。 
 そういった観点から、浮かれた報道が減ってきたことは好ましいことかもしれませ

ん。 
 人が集まればその中には必ず不心得者もいます。物も傷みます。火災の心配すらあ

ります。 
 各地のルポの番組を見ると、私がカメラを担いで国内をうろついた昭和３０年代後

半とは全く違って、立派になった所が多いですね。観光開発の結果なのでしょうね。 
 荒れて何も無いから偲ばれた古の栄華が…確かに復元されて目の前にあっても所

詮は今様の作り物…見世物に過ぎないものが多いようです。 
 夏草や つわものどもの ゆめのあと・・・・・・ 
 その方が良いのではないかとも思いますが…  

 
Tags:世界遺産                by je2luz | 2007-09-03 11:22 

 

 

 

 

2007 年  09 月  04 日  

熊野の旅 又々ネタ切れ 撮影資材 スピグラ  

 テレビで、猛暑・猛暑と騒ぐので何だかとっても暑いような気がして家から出ない

で過ごしていました。 
 家にいる分には熊野の中では暑いと言われる木本でも、海のそばで山の近くですか

ら気温も３０度を少し越えるくらいで止まります。家中開け放していれば何とかクー

ラー無しで過ごせます。 
 暑いから早朝に出かけて取材するなんてあまり考えない方なので結局は写真も増

えず、写真が増えなければ記事もなくなってしまいます。 
 動かない間の付属品を自作したりして資材の方はずいぶんと充実しました。 
 充実したと言っても、今までどおりクラシックカメラばかりです。今様のデジタル

一眼レフにでもすればその場で結果も見えるし、現像なんかしなくてもパソコンに取

り込んで使えるし…大きいと言っても所詮はプラスチック多用のカメラですから軽

くて済むのですがね。 
 それでも、古いカメラにこだわり、古い田舎を白黒で撮っることにこだわっていま

す。 
 次に出かけるのは山間部の学校の写真撮りです。 
 日進小学校、五郷小学校、五郷中学校、柳谷分校跡、神川小学校、神上中学校…ま

だまだ一杯残っています。古くて感じの良い校舎はあまり無いのですがね。 
 国道１６９号線沿いでも熊野市の隣の下北山村なども全然取り上げていませんし

ね。 
 学校を撮るのは土日祭日が具合が良いです。生徒が入らないので先生も気楽に OK



を呉れます。 
 こうした取材に出かけて一番困るのは昼食ですね。 
 そもそも、外食しない方なのですが、こうした山間部にはほとんど食堂なんてあり

ません。一軒閉まっていたら次はどこにあるやら… 
 昔なら、各集落に何でも売っている田舎の百貨店のようなお店があったのですが、

今では農協の売店すらなくなっています。もちろんコンビニなんてものは山間部には

五郷のサークル K一軒を除いてありません。 
 撮影に行くくらいならこんな状態でも少しお腹をすかせるだけで済みますが、そこ

で生活をするとなると…まして、年をとっておじいさんがいなくなった免許の無いお

ばあさんとかは不便を通り越していますね。 
 日本国民は『文化的生活を営む権利を有する』らしいのですが… 
 『同情するなら年金を増やせ』と、言われそうです。 
 涼しくなったら、夏の間に整備した資材を持って山間部をうろつきます。 

 

 まあ、ここまでオーバーな物を持ち出すほどのことは無いでしょうが… 
 このカメラはセンチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５mmです。 
Tags:国道 169号 熊野市 クラシックカメラ     by je2luz | 2007-09-04 11:01 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  05 日  

熊野の旅 秋・山の味覚 きのこ  

 今年も秋になり、早速きのこの犠牲者？がでたようです。 
 きのこの類はものすごく多く、どこにでも生えてくるものです。 
 どういうわけか、非常に毒性の強いものがあるようですね。 
 普通の植物にも毒のあるものもあります。毒にも色々あって食べたら毒になるもの

から、触るとかぶれるものまでありますね。 
 毒になるものは、ものすごく苦くて食べられそうに無いものや、刺激が強くて口に

出来ないものとか食用にしようと思わないものが結構多いものです。 



 人間と言う雑食動物は好奇心が強いのか、何でも食べてみますね。 
 日本で言えば、あの危険な河豚を食用にします。オーストラリアの原住民は毒性の

強い植物を気が遠くなるほど水にさらして毒を抜いて食べるそうです。 
 こんな動物ですし、ことに日本には『鍋』と言う食文化があり、この『鍋』にはき

のこが良く合うのです。更に悪いことに、『鍋』は色んなものをごちゃ混ぜにするし、

『味噌』などを入れると、アクも匂いも打ち消してしまいます。たとえ毒キノコに多

少の刺激があっても分からなくしてしまいます。 
 見かけが同じようで毒のあるのと無いのがあるようなので素人が採って来たきの

こを食べることは命がけのようです。 
 熊野の山は人工林が多く、雑木山の沢山あるところほど色んなきのこは生えないよ

うです。それに、土着の『鍋文化』はあまり無いところのようなので、昔からきのこ

狩りをする人は少ないです。むしろ、近年の方が『文化人』を気取ったグループがや

ったりするようです。 
 私は山の中で育ちました。しかし、きのこは分かりません。 
 山の中の朽ちた栗の木などに天然のしいたけが生えています。それでさえ、おっか

なびっくりで食べるのに勇気がいります。 
 この辺ではマツタケ、シイタケ、しめじ、ねずみの手などと言うものは食べられて

いましたが、赤松が松くい虫でほぼ全滅したのと、山の手入れが行き届かなくなって

もはやマツタケは幻になっています。 他のきのこ類も山の中が真っ暗になってしま

った状態ではあまり生えないのでしょうね。 

 

 しかし、熊野古道の周りは木漏れ日の入るところも多いです。そんな所にはいろん

なきのこが顔を出してきます。毒々しいものやおいしそうな茶色いのものが見つかる



でしょう。 
 間違っても、普通の人はこれを採って帰らないでください。 
 毎年のように、こうして採って帰ったきのこを食べて中毒をした事件が新聞紙上を

にぎあわせます。腹ばいになってデジタルカメラで写真を撮る程度にしたほうが身の

ためかと思います。 

 
Tags:熊野の味 熊野古道 モノクロ  松本峠   by je2luz | 2007-09-05 11:03 

 

 

 

 

2007 年  09 月  06 日  

熊野の旅 台風  

 今、沖合いに台風 9号がいるようです。 
 規模から言うとたいしたことの無いものですが、日本にとってはあまりよくないコ

ースを進んでいます。 
 予想雨量が 200 から 400ｍｍとか言っていますが、台風の予想雨量とすれば小さ
なものです。 
 ただ、小さいかどうかは絶対的な数値だけではいえませんね。 
 多雨、豪雨地帯の四国南部とか紀伊半島南部だと、これくらいの雨は大きな災害が

予想されるものでもありません。しかし、これが関東直撃となると話は変わってきま

すね。 
 以前に下落合の地下室で溺死した方が居られましたし、中野のあたりも湖になった

ことがありますね。 
 関東は平らな土地ですから水はけが悪いです。おまけに 1960年代には山手線から
私鉄で 5つくらい外にでると麦畑が一杯あったのですが、今では家と道路で水がしみ
こむ所もありません。一気に低い所に流れ込みます。 
 地下河川とか地下遊水タンクもせっせと作っているようですが、とても足りないで

しょうね。 
 関東の川は奥が深く、広い面積の水を集めます。 
 昔なら利根川、坂東太郎は暴れ川であたり一面を水浸しにしながら好き勝手な所を

流れたものです。 
 利根川だけでなくほかの川も自然に出来た河川敷を流れているのではなく、人の作

った堤防の内側に閉じ込められています。たまには手足を伸ばしたくなるのでしょう。

この、手足を伸ばした状態が元々その川の領域だった所なのでしょうね。 
 一気に水が流れ込むように、自分たちの住まいの周りを改造してしまって川に負担

をかけたことを忘れていますからね。 
 海は広いです。少々のことでは水位は上がらないはずです。 
 その大海の水位すら人間のせいで上昇してきているようです。もうすぐ、南太平洋

では国も沈むそうです。 
 海抜 0メートルの多い日本も何時まで堤防で守れるやら… 



 ここも海抜 10mほどしかありません。おまけにほんの少し前まで海の底でした。
考えてみれば怖いものです。 

 

 今回の台風は、進行方向も違うし、台風としてはたいしたことの無いものなので、

海は割と静かです。波浪警報が出ているようで、浜への出入り口は閉まっています。 
 こんな時は、たとえ降りられる場所があっても浜へは出ないことです。百回に一回

とか大きな波が来ます。こんな時の波をかぶったら、人間に力ではいくら踏ん張って

も持ちこたえられません。ここの海に引きずりこまれても、『補陀洛』（ふだらく）・『極

楽浄土』へいけるとは思いませんから… 
 そんな台風でもコースが悪いですから、静岡から関東、東北の方はお気をつけくだ

さい。 
 この辺では稲刈りが済んだ田圃が多いのですが、北のほうではまだなのでしょうね。 

 
Tags:熊野市 七里御浜            by je2luz | 2007-09-06 11:52 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  07 日  

熊野の旅 広報くまの 毎月のことながら  

 今月も『熊野市報』が配られました。 
 こうした広報誌と言うものはあまり面白いものでもなし、どこの町でも全戸に配布

されますが実際に読まれる率はかなり低いもののようです。かく言う私もブログのネ

タ探しをするまではあまり見ませんでした。 

 
 今月の数字・・・ 
  お誕生  １８人 
  おくやみ １４人 
 何と！自然増になっています。すごいことです。 
 よく見ると…亡くなられた方が少なかったようです。 



 平成の大合併の出来損ない合併で熊野市に入ってきた紀和町での出生はこのとこ

ろ見られませんね。 
 そうそう…出来損ない合併などと書いてはいけませんね。一応熊野市と紀和町が合

併して新しい熊野市が出来たのですからね。そして、紀和町関連の書類は全部書き直

したのですから… 
 でも、御浜町が残ったし、紀宝町と鵜殿村はそこだけで合併しちゃったし…本来一

緒になるはずの旧南牟婁郡の大合併が失敗しましたからね。大金と大きなエネルギー

をかけて超過疎市と超ド級過疎の町が合併しただけです。出来が良いとは言いかねま

すね。 

 
 人口   ２１．２１７人 （-26） 
  男    ９．８８８人  （－17） 
  女   １１．３２９人  （－9） 
 世帯数 10.222人   （-13）  （ ）は前月比 

 
 せっかく自然増があっても動態ではやっぱりマイナスですね。 

 
 熊野市には自衛隊の募集事務所があります。今は私の家の近所にあります。元は、

熊野市の観光協会の建物に入っていたこともあるくらい熊野市とは仲良しのようで

す。 
 だからと言うのではないでしょうが、『防衛大学校等学生の募集』と言う記事が結

構大きく出ています。広告ではありません、記事です。 
 見出しは学生募集なのに、表の中には一般自衛官、二等兵いやいや、二等陸・海・

空士の募集が入っています。これは見出しから言うと少し変・・・ 

 
 県立木本高等学校には定時制普通科があります。定時制がずいぶんなくなっていっ

た中でここは持ちこたえています。 
 生徒数は少なくて存続がずっと危ぶまれて来ていますが、今では一般市民が聴講生

として自分の好きな科目を受講できる制度が出来ています。オープンキャンパスのよ

うなものです。 
 市報によると…現代文・国語基礎・地理 A・政治経済・数学 II・理科基礎・理科実
験・体育・書道 II・英語 II・情報処理（画像処理等）が選べます。 
 一科目あたり１．６４０円（半年間）他に実習費が必要な科目あり 
 ※だれでも受講できます…だそうです。 
 問い合わせは 木本高等学校定時制職員室 0597-89-6244 です。 
 ここの定時制は入学するために受験すれば 100％合格します。定員に満たないから
です。 
 ただし、文部省の規定もあり、私は入学できないのだそうです。 
 理由…木本高等学校定時制は普通科です。私はすでに『普通科』の課程を修了して

います。だから、同じ普通科には入学できないのだそうです。商業科・家庭科・家政

科・工業科など専攻の違う高等学校課程を卒業したのであれば入学できるそうです。 
 環境の良いところで夜間高校に行きたい方にはお勧めの学校なのですがね。 



 勤労学生をするつもりだと、他所から来て職場を見つけるのが大変です。 
 定年後にのんびり学生気分を…も良いかもしれませんよ。 
 しかし、高卒以上の方のほとんどは普通科卒ですよねえ… 
 代議士ではないので学歴詐称をして入学しても処罰は無いと思いますが…過疎を

救うためにもお考えいただけませんでしょうか？？？ 

 
Tags:熊野市 紀和町 モノクロ 
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2007 年  09 月  08 日  

熊野の旅 天神様 木本町西川町  

 木本発祥の地『親地町』に隣接して『西川町』と言う所があります。 
 県立木本高等学校の通学路が一本に絞られる所です。 
 このすぐ傍の山すそ、少し小高くなった所に『天神様』が祭られています。なぜこ

こに天神様なのかは私は知りません。 



 

 境内には牛の彫刻が座っています。割りと新しいもののようです。社殿などはなく、

小さな祠があるだけですが、神域はきちんと守られています。 
 ここの敷地内には楠木などの立派な樹木が茂っています。 
 ここの大木の枝がどんどん広がって下にある民家の屋根を覆うくらいになってい

ました。 
 枝と言っても 30ｃｍはゆうに超えるもので、高い所からせり出しているので屋根
から２０mほどにもなっていました。これが折れれば下の民家はひとたまりもありま
せん。二十年はど前、この枝を切り詰めようと言うことになりました。 
 その時に分かったのは、この『天神様』の境内は『西川何とか衛門』とか言うよう

な昔の人の持ち物に登記されていると言うことです。西川町の由来になった旧家らし

いですが、すでに子孫の方も木本には居られず大阪にお住まいでした。 
 張り出している部分は下の土地の人が切っても良いとは言っても、そうは行かない

ものです。そのついでに将来危険になるようなものも伐採したいですしね。 
 その子孫の方もここに我が家の土地があるということはご存じなかったようです。

知っていてもこうした神社がある土地では売ることも出来ませんしね。登記も移って

いないのでなおさらですね。 
 このように、小さな神社などの敷地が個人名義になっている所は一杯あります。今

は法改正されて町内会のようなところでも不動産が持てるようになっていますが、以

前はきちんとした法人格のある団体しか登記できないので、土地を提供してくれた家

の登記のままとか買い取った時の役員の名前で登記したりと言うことになったよう

です。 
 神域の中に古い壊れた石灯籠があり、それに西川と言う文字も読めます。おそらく



ここは西川家が土地を寄進したのでしょうね。 

 
 写真の鳥居の向こうに見える木々が松本峠への上り口の物です。熊野市駅のほうか

らの順路を取れば熊野古道松本峠の入り口すぐ手前のカーブの所に『天神様』標識が

あります。道をそれて２０mほどで境内に登る石段になります。 
 ここには弁天様だけではなく木本町らしいものが移設されています。それは明日に

でも取り上げたいと思います。 
カメラは ローライフレックス・オートマットーX 
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ      by je2luz | 2007-09-08 11:15 

 

 

 

 

2007 年  09 月  09 日  

熊野の旅 木本の宿命 水槽石  

 時々書いてきましたが、ここ熊野市木本町は後ろは山、前は海、気候温暖…非常に

住みよいように思える場所ですが、昔は人が住むにはあまり適さない所でした。 
 両脇に川はあるのですがメインストリートとなっていた浜街道沿い、今の本町筋な

どは下が砂利なので井戸が掘れないのです。掘っても地下水位が低く塩水の逆流があ

ると言う全く困った土地なのです。 
 そのため、木本発祥の地は鬼ヶ城よりの西郷川のほとり、親地町の周辺なのです。

小さな半漁・半海賊の集落から始まったようです。 
 井戸が掘れないところで、なおかつ背後地より海岸線のほうが数メートル高い地形



ですから普通の用水路も引けないという昔では最悪の地形でした。そのため、水には

苦労したようです。 

 
 これは昨日取り上げた『天神さん』にすえられている手洗い石です。元はこの下の

親地町にすえられていた上水用の『水槽石』です。 
 巨大な物です。満水で２トンの水が入るでしょう。 
 作られたのは何と寛政１１年（１７９９年）です。 
 木本の水飢饉を見かねて浜地太右衛門と言う人が正徳２年（１７１２年）に水道建

設に着手したそうです。 
 落差の大きい高城川という小さな川から取水し、松の木をくりぬいたものを水道管

として木本の要所まで引っ張った大工事です。 
 こうした『水槽石』に掛け流しておき周辺の人々が汲んで行き、各家のカメに溜め

て使ったのです。水が確保されることにより、木本が発展したことは間違いないでし

ょう。 
 同じような物は  
 木本神社    （宝暦７年・１７５７年）  
 新出町稲荷神社 （宝暦９年・１７５９年）  
 天理教南紀大教会 （宝暦９年・１７５９年） に残されています。 
 もう少し詳しくは熊野市教育委員会の高札にあります。 

  
カメラは   ローライフレックス・オートマットーX 
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ      by je2luz | 2007-09-09 11:51 | 



2007 年  09 月  10 日  

熊野の旅 木本上水道  

 昨日書いたように木本には水がなかったのでずいぶん苦労しています。 
 その代わりに、江戸時代から共同水道が作られていました。 
 おそらく、営々と維持管理をしてきたものと思われます。 
 近代に入ると明治２３年（１８９０年）に木本町が成立し、その時に西郷川（にし

ごうがわ）から取水して土管を使って本町筋各所に送る水道が出来たようです。 
 しかし、土管の質も悪く漏水するため、明治３６年（１９０３年）に近代的配管に

よる水道が作られたようです。 
 本当の上水道は昭和１１年（１９３６年）に正規の国の認可を受けた沈殿、ろ過装

置を備えた物が最初です。この当時の全国の上水道普及率は 30％ほどでした。田舎
町としては正規の上水道が出来るのが早いほうでした。 
 それと言うのも。江戸時代から代官所もある中心の町であるのに水に苦労し、色ん

な形で時代に応じた水道を作ってきた町だからでしょうね。 
 この上水道の計画書によると、『給水区域は木本町と有井村一円とし、推定人口１

１．１００人とする。』となっています。一人当たりの給水量は 0.0824 立方米とな
っています。今の 1/10くらいでしょうか。 
 上水道が出来ても、完全に各戸に水道が引き込まれたわけではなく、共同栓と言わ

れるものが使われていた時代もあり、各家にはカメが座っていました。。 
 蛇口の数も今のように増えたのは、戦後、それも昭和４０年代に入ってからでしょ

う。 
 ちなみに、この上水道の敷地内配管には鉛管が使われていました。私の育った本家

の家も当然のように鉛管でした。 
 改築や破損などで引き直しをしない限り、この鉛管が生き延びています。敷地内は

個人の所有ですから市の方で強制的に取り替えることはないですし、実体は全く分か

らないのでおそらく、鉛管の残っている家がまだまだあるでしょうね。 
 今の熊野市の水道事業の計画給水人口は 30.000人です。たっぷり余裕があります。 
 写真の後ろの谷あいの西郷川だけが水源だった昭和４０年代頃までは給水面積も

まだ狭かったのですが、水源不足でお盆の頃には毎年給水制限をする状態でした。 
 今では大泊、井戸、奥有馬と水源を増やし、久生屋の水源は使わないままと言うほ

どです。 
 人口もどんどん減少していますし、水源不足が起きる恐れはありません。そのかわ

り、水道使用量の減少で水道会計がどんどん悪化するでしょうね。 



 
 カメラは ローライフレックス・オートマットーX 
Tags:熊野市 昭和 クラシックカメラ       by je2luz | 2007-09-10 11:08 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  11 日  

熊野の旅 そもそも熊野とは 神話と歴史  

 熊野は中世、近世、近代においては日本列島を貫く政治経済の軸から外れた場所と

してあまり話題にもならない場所です。 
 しかし、古くは結構重要な場所だったらしいですね。 
 『花の窟』が日本最古の神社であるとされているのも、古事記に出てくる日本の神

話の時代にその記述があるからです。 
 伝説の世界に近いわけですが、年代の分かる？物では孝昭５年（紀元前４８０年）

の頃に新宮に神社ができたと言うこと辺りからのようですね。 
 孝昭天皇は西暦紀元前４７５年１月９日から紀元前３９３年８月３日までの８３

年間在位したらしいです。いささか在位が長いのですが、この人で五代目とか…最初

のほうの１０代は架空ではないかと言われているようです。 
 新宮の神倉さんに神殿を造営したと言うのが孝昭２３年と言う記録？もあるよう

です。作ったのが裸形上人だとか…私たちからすると上人と言うとお坊さんなので仏

教伝来の千年も前になり年代が会わなくなりますが、仏教の坊さんではなく偉い人、

尊い人ってことでしょうね。 



 どっちにしても、昔々は朝廷にとって熊野という土地は結構大切だったようです。 
 熊野三山と言う思想と言うか源流はそのあたりから確立されてきたようですね。 
 反対側の若狭の国も古い時代には重要な土地ですね。伊勢神宮も若狭の国から始ま

っていますしね。 

 
 余談ですが、伊勢神宮の本名？は、ただ『神宮』と言うだけだそうですね。今は伊

勢にあるから『伊勢神宮』なのだそうです。 
 日本の政治や経済は瀬戸内海と同じ方向の東西に貫かれた軸で動きましたが、神話

だとかは若狭と熊野を結ぶ縦軸が結構活躍しているようです。 
 辻褄が合おうと合わまいと、熊野地方の神社は結構古いということは確かでしょう。 
 そして、熊野という土地は神話の時代から神々の里であったのも確かでしょう。 
 古すぎてあまり良くわからないのが良いところなのかもしれません。 

花の窟神社 
Tags:熊野市 モノクロ 熊野三山         by je2luz | 2007-09-11 10:29 | 

 

 

 

 

2007 年  09 月  12 日  

熊野の旅 木本天神さん由来  

 先日取り上げた木本の『天神さん』の由来が少し分かりました。 
 調べたのではなく、偶然に近い形で目に付いたのです。 



 『熊野市史年表』平成６年発行のものをパラパラとめくって行くと目に止まりまし

た。 
 頃は宝暦年間（１７５１年～）、木本在住の水谷善吉なる人が士籍に取り立てられ

和歌山に赴く時に、邑長、村長の西川久兵衛さんに天神さんの絵をあげたのだそうで

す。それを西川さんは自分の山に祭ったのだそうです。 
 今でも天神さんの祭りは夏祭りですが、その時から夏祭りだったようです。 
 と、言うことは本当に小さな祭りで、夏祭りが毎週やられている中に埋もれていま

すが２５０年余り続くお祭りなのですね。  

 

その頃に熊野古道の松本峠に地蔵さんが作られたそうです。 
 この本は以前に発行された『熊野市史』以降に掘り起こされた資料を含め『年表』

と言う形でまとめたものなので、記述は簡単と言うか荒っぽいものです。 
 しかし、なまじ噛み砕いて解説していない分公平なのかもしれません。 
 私は古文書など見てもさっぱり読めません。昔の人は楷書ではなくミミズが這った

様な字を書きましたからねえ・・・ 
 悲しいかな、掛け軸でもお題目や南無阿弥陀仏のような決まりきったもの以外はほ

とんど読めません。判別できないものは分かるわけもありません。英語より厄介です。

もっとも、英語も手で書かれた立派な手紙などやっぱりミミズが這ったようにしか見

えませんが… 
 この年表も以前に役職柄頂いたものですが、調べるのに使ったこともなかったので

すが、引っ張り出したのですから、これからは少し使おうかと思います。 

 
 カメラは ローライフレックス・オートマットーX 
Tags:熊野市 世界遺産 クラシックカメラ       by je2luz | 2007-09-12 11:31 


